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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月30日(2012.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明のデバイスは、メモリカードを接続する接続手段と
、外部装置からのアクセス要求を受け付ける受付手段と、前記受付手段が受け付けたアク
セス要求を許可するか否かを判断する判断手段と、を備え、前記判断手段は、第１の外部
装置からのアクセス要求を許可するとともに、当該第１の外部装置による前記メモリカー
ドの使用が終了し、前記メモリカードが取り外されるまでの間は、第２の外部装置からの
アクセス要求を許可しないと判断することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　メモリカードを接続する接続手段と、
　外部装置からのアクセス要求を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段が受け付けたアクセス要求を許可するか否かを判断する判断手段と、を備
え、
　前記判断手段は、第１の外部装置からのアクセス要求を許可するとともに、当該第１の
外部装置による前記メモリカードの使用が終了し、前記メモリカードが取り外されるまで
の間は、第２の外部装置からのアクセス要求を許可しないと判断することを特徴とするデ
バイス。
【請求項２】
　前記第１の外部装置による前記メモリカードの使用が終了した後、前記メモリカードが
一旦取り外され、前記メモリカードが再接続された後は、前記判断手段は、前記第２の外
部装置からのアクセス要求を許可すると判断することを特徴とする請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項３】
　前記第１の外部装置による前記メモリカードの使用が終了した後、前記メモリカードが
取り外されるまでの間に、前記第１の外部装置からのアクセス要求を再び受け付けた場合
は、前記判断手段は、当該アクセス要求を許可すると判断することを特徴とする請求項１
または２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記受付手段が受け付けたアクセス要求に応じて、前記メモリカードをマウントするマ
ウント手段を更に備えることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のデバイ
ス。
【請求項５】
　前記マウント手段によりマウントされた前記メモリカードがアンマウントされた場合に
、外部装置による前記メモリカードの使用が終了したと判断する手段を更に備えることを
特徴とする請求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記第１の外部装置及び前記第２の外部装置との間で、無線通信を実行する通信手段を
更に備えることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記通信手段は、無線ＵＳＢ通信を実行することを特徴とする請求項６に記載のデバイ
ス。
【請求項８】
　メモリカードを接続する接続手段を備えるデバイスの制御方法であって、
　外部装置からのアクセス要求を受け付ける受付ステップと、
　前記受付ステップで受け付けたアクセス要求を許可するか否かを判断する判断ステップ
と、を備え、
　前記判断ステップでは、第１の外部装置からのアクセス要求を許可するとともに、当該
第１の外部装置による前記メモリカードの使用が終了し、前記メモリカードが取り外され
るまでの間は、第２の外部装置からのアクセス要求を許可しないと判断することを特徴と
するデバイスの制御方法。
【請求項９】
　前記第１の外部装置による前記メモリカードの使用が終了した後、前記メモリカードが
一旦取り外され、前記メモリカードが再接続された後は、前記判断ステップでは、前記第
２の外部装置からのアクセス要求を許可すると判断することを特徴とする請求項８に記載
のデバイスの制御方法。
【請求項１０】
　前記第１の外部装置による前記メモリカードの使用が終了した後、前記メモリカードが
取り外されるまでの間に、前記第１の外部装置からのアクセス要求を再び受け付けた場合
は、前記判断ステップでは、当該アクセス要求を許可すると判断することを特徴とする請
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求項８または９に記載のデバイスの制御方法。
【請求項１１】
　前記受付ステップで受け付けたアクセス要求に応じて、前記メモリカードをマウントす
るマウントステップを更に備えることを特徴とする請求項８乃至１０のいずれか１項に記
載のデバイスの制御方法。
【請求項１２】
　前記マウントステップでマウントされた前記メモリカードがアンマウントされた場合に
、外部装置による前記メモリカードの使用が終了したと判断するステップを更に備えるこ
とを特徴とする請求項１１に記載のデバイスの制御方法。
【請求項１３】
　前記第１の外部装置及び前記第２の外部装置との間で、無線通信を実行する通信ステッ
プを更に備えることを特徴とする請求項８乃至１２のいずれか１項に記載のデバイスの制
御方法。
【請求項１４】
　前記通信ステップでは、無線ＵＳＢ通信を実行することを特徴とする請求項１３に記載
のデバイスの制御方法。
【請求項１５】
　請求項８乃至１４のいずれか１項に記載のデバイスの制御方法をコンピュータに実行さ
せるためのプログラム。
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